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事 業 番 号 ５ 所管部課名 健康保険部 健康推進課 

事  業  名 健診事業 

事業仕分け結果 （5）市実施 民間委託 

（１）不要 2 名 

（２）国及び県実施 － 

（３）市実施 現行通り － 

（４）市実施 内容・規模見直し － 

（５）市実施 民間委託 3 名 

 

内 

 

訳 

 

（６）民営化（NPO、地域団体含む） － 

【事業仕分け判定に係る意見】 

・事業をやめて再度見直すべき。民間委託を検討しコスト削減を検討すべき。 

・国保の特定健診で基本的にカバーしているため、あえて必要ない。 

・子育て支援は重要であり必要。民間委託で検討すべき。 

・託児所付の健診は良い。見直してより充実すべき。 

・選択と集中により、すこやか相談所の機能をより強化すべき。 

 

事業仕分け発言要旨 

コーディネーター・評価者 事業説明者・補助者 

 ・事業概要説明（省略） 

（コーディネーター） 

・対象者は大津市民であるか。市外の方は受診できるの

か。国保加入者であれば、健康増進コースが 4,500 円

でママ健診が 2,000 円で受診できるのか。 

・市外の方は金額が増額になる。 

・利用者が少ないが。 ・健康増進コースが９人/日、ママ健診が１５人/日の受

診者の制限がある。 

・国保加入対象の特定健診については市民に周知してい

るか。 

・市民に健診受診券を出している。 

・ ・明日都の年間賃借料は。 ・２,２００万円／年である。 

・健診の広報活動はどのようにしているか。 ・４月の広報おおつ、ホームページ、各すこやかから２

か月に１回の広報誌を発行している。 



・健康増進コースについては、水、木曜日、ママ健診に

ついては金曜日のみの実施になっているが、現状で市民

のニーズを満たしているのか。 

・ママ健診については、ニーズが多く昨年度より、受診

枠を増やしている。医師の数も限られており、なかなか

思うように増やすことができない。 

・実績受診者数が受診枠に比べて少ないのはなぜか。 ・受診者の当日キャンセルがあるので実績数値は少なく

なっている。ママ健診の受診枠に対する受診率は 93％、

健康増進コースの受診枠に対する受診率は８５％であ

る。 

・特定健診との違いは。 ・血液検査など、検査の項目数が異なる。 

・通常の受診料は８,５００円であるがこの金額の内容

は何か。 

・診療報酬の３０％である。 

・この事業をなくした場合、特定健診で対象者を補える

のか。 

・特定健診は４０歳以上なので３９歳以下の方がフォロ

ーできない。 

・ママ健診についてはもっと受診者を増やすべきでは。 ・医師不足のため困難である。 

・市民病院等で事業実施できないのか。 ・医師会との調整の上、病院で実施できない部分を市が

実施するという方向で来ている。 

・人件費の内訳は。 

 

・医師、栄養士、看護師、臨床検査技師、レントゲン技

師の費用である。 

・コストパフォーマンスが悪すぎる。やめるべき。一度、

事業をやめて再度検討すべき。 

－ 

・民間への委託はどう考えているか。 ・民間でできない（採算が合わない）ものを実施してい

るため委託できない。 

（コーディネーター） 

・健康診断については必要であるが、金曜日だけでは不

十分であり中途半端である。 

－ 

・検査部分は医療機関に、それ以外は市で実施するとい

うふうに効率的に事務を分けられないか。 

・検査と運動指導、栄養指導を同時に実施することに意

味があり分けることができない。 

・民間委託で組み合わせて対応が可能ではないか。 ・検討していない。 

 


